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要旨：世相は流行語によって象徴されることがあるが、流行語の多くは新語である。本研究

は「現代用語の基礎知識」選ユーキャン新語・流行語大賞を受賞した語を対象に、スポーツ

にかかわりのある新語・流行語がどのように「流行」し、世相を反映したかを検討すること

を目的とする。具体的には、2000 年以降のスポーツにかかわりのある新語・流行語が、『読

売新聞』ではどのように取り上げられているかについて検討した。スポーツにかかわりのあ

る新語・流行語の射程範囲はかなり広いという結果を得ている。本研究の調査結果が、日本

における、スポーツの位置、および新語・流行語の進行の様相に対する日本語学習者の理解

を深めることに繋がれば幸いである。 

 

Abstract: Japanese catchwords could reflect the phenomena and events occurred at modern Japanese 

society; however, most of catchwords are neologisms. This study adopted the catchwords, as awarded 

by annual “Shingo-Ryūkōgo Taishō(New Word/ Buzzword Award)”, as the research objects and tried 

to figure out how these sport-related awarded catchwords became “popular” as well as how good these 

words reflected the actual social status. The specific research objects centered on those awarded 

neologisms/catchwords concerning sports fields after 2000’s and investigated the scopes in which they 

are reported in “Yomiuri Shimbun”. The result presented appreciably that the range of sports-related 

neologisms/catchwords be used in Yomiuri Shimbun was very diverse and extensive. This study could 

assist Japanese language learners to better understand the tendency of Japanese popular 

neologisms/catchwords evolvement and reflect the distinct status of sport activities in Japan. 
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1. はじめに 

世相が流行語によって象徴されること1がある。1989 年 1 月 8 日に始まった「平成」の時

代は 2019 年 4 月 30 日に終わった。これを機に平成 30 年を振り返るトピックが数多く取り

上げられている。その中には、流行語やスポーツの記録が多く含まれる2。流行語とスポー

ツはともに世相を反映・象徴する証なのである。 

本研究ではスポーツにかかわりのある新語・流行語に着目し、このジャンルの新語・流行

語の様相を究明し、そしてどのように世相を反映しているかについて考えたい。 

2. 先行研究 

外国人を対象とした日本語教育の一環として、日本語だけでなく日本社会の文化、考え方

なども伝える必要があるという清水(2011)の指摘がある。清水(2014)には、東京オリンピッ

クはスポーツだけでなく、経済、観光など様々な分野にかかわっており、日本語教育も積極

的に 2020 年の東京オリンピックと繋げた方がいいとの意見がある。清水(2011)によると、

スポーツ社会学等において、スポーツは、社会、文化の縮図であると考えられているという。

清水(2011)ではこの観点から、日本語教材に出ているスポーツや、そのスポーツの特性を分

析し、日本の社会や文化の特徴を見出そうとしている。 

また、岡村・永松(1999)では、ニュージーランドでよく使用される日本語の教材に日本の

レジャー・レクリエーション活動がどう扱われ、紹介されているかを調査し、日本で一般的

に人気のあるスポーツとして「野球」が例に出されることが多いことが報告されている。し

かし、管見の限り、スポーツにかかわりのある新語・流行語に関する論考は見当たらない。

『ブリタニカ国際大百科事典 小項目事典』3によれば、新語は「それまではなかった物や新

しく問題になった概念を表現するためにつくられるほか、同じ事物を新鮮に(アパートをマ

ンション)、または婉曲に表現するためにつくられたり、同音異義語を区別するためにつく

られたり(私立〈わたくしりつ〉、市立〈いちりつ〉)する」という。このような、新しく作ら

れたり、外国語から新たに取り入れられたりしたいわゆる新語は「社会的習慣として確立し

たもの」とされており、「そのときどきの人々の関心・興味などに適合して、爆発的に使用

される新語は、とくに流行語とよばれるが、その多くは定着することなく忘れ去られてしま

う」とも言われる4。水原(1997)では流行語の流行する時期は 1 年～2 年(流行語の「一過性」)

だと指摘されている。 

流行語の類型を、特定の集団内で使用される「閉鎖的流行語」と、特定の集団に限らず広

く社会全体で使用される「開放的流行語」に分けることがある5。陳・王(2005)では、新語で

あると同時に流行語でもある「新流行語」500 語について調査し、新語・流行語辞典などの

書物への収録以後 2 年間の毎日新聞で使用されている6ものは 190 語(全体の 38.0%)のみで

あるという結果を得た。陳・王(2005)ではまた、新流行語が毎日新聞のどの紙面で使用され

ているかについても調べ、語が(新語・流行語辞典に)収録された年およびその翌年に最も用

いられているのは経済面で、総合、社会がそれに続くことが分かった。それに対して、あま

り用いられていないのは科学、スポーツ、芸能、文化などの紙面だとも述べている。 
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王(2013)では、2008 年の、ビジネス、インフォメーションテクノロジー、国際関係、政治、

社会、サイエンス＆テクノロジー、ライフスタイル、カルチャー＆エンタテインメント、ス

ポーツという 9 ジャンルに属する新語 690 語の新聞での使用状況について調査している。

政治類の新語は、さほど多くないものの、比較的多くのものが消えずに残っていたのに対し

て、ビジネス類の新語は、数は多いが定着したものは少ない、ということが明らかにされた。

また、スポーツというジャンルの新語は少ないが、野球関係の語については比較的多く残さ

れていることも分かった。なお、外来語要素の有無と語の長さが新語の定着にある程度影響

を与えるとも明らかにされた。 

一方、中国大陸の研究だが、楊(2009：27-28)は、新華新詞語詞典(2003)と 21 世紀華語新詞

語詞典(2007)に収録された語のうちスポーツ分野の語はいずれも 5%弱という高い比例を占

めている、と指摘している。スポーツ関係の言葉は時代性を強く帯びているため、スポーツ

関係の言葉を研究することは、スポーツ関係の言葉の特徴を見出せるのみならず、時代の軌

跡を検証したり、新語研究の新しい視点を提供したりして、新語全体を概観することにも繋

げることができる、と楊(2009：27-28)は主張している。 

3. 研究方法 

 本稿は先行文献を踏まえて、スポーツ関係の新語・流行語を探究することを目的とする。

具体的には 2000 年以降「現代用語の基礎知識」(自由国民社)選ユーキャン新語・流行語大

賞7を受賞した新語・流行語を研究対象とする。まず、これらの新語・流行語からスポーツ

にかかわりのあるものを選別する。選別された語の語種、長さを調査する。また、それらの

語が、新語・流行語大賞を受賞した年以降、発行部数が世界で最も多く、日本の代表的な新

聞紙である読売新聞のどのジャンルの紙面に取り上げられているかについても調査する。

新語・流行語の使用期間8および使用された紙面のジャンルから、スポーツにかかわりのあ

る新語・流行語の射程を検討する。また、新語・流行語が、紙面接触率が最も高い「一面」

9に取り上げられたかどうかについても触れたい。 

4. 新語・流行語大賞を受賞した新語・流行語 

自由国民社の新語・流行語大賞を受賞した 2000 年以降の新語・流行語は 200 語ある。そ

のうち、スポーツにかかわりのあるものは 37 語で 18.5%を占めている。年ごとに見ると、

スポーツにかかわりのある新語・流行語が、当該年の新語・流行語のうち 40%をも占めてい

ることさえある(表 1)。このような数字は、前掲した楊(2009)で指摘されている新華新詞語

詞典(2003)に収録されたスポーツ類の新語が全体に占める割合の 4.8%や、21 世紀華語新詞

語詞典(2007)に収録されたスポーツ類の新語が全体に占める割合の 4.97%を遥かに上回った。

これらの新語・流行語の詳細は表 2 の通りである。表 2 で分かるように、野球にかかわりが

ある新語・流行語が多い。日本で一般的に人気のあるスポーツとして、「野球」がニュージ

ーランドの中学・高校で使用されている日本語の教科書の例に出されることが多いという

岡村・永松(1999)の調査結果や、野球関係の新語は定着する割合が高いという王(2013)の指

摘を裏付けるものである。 
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サッカー、水泳、レスリング、テニス、ゴルフ、ボクシング、柔道などにかかわりがある

新語・流行語もある。また、オリンピックにかかわる語も少なくない。 これらの語には「Q

ちゃん」、「ベッカム様」、「Godzilla」、「ハンカチ王子」、「ハニカミ王子」などのよ

うな有名選手を指す愛称や、「最高で金 最低でも金」、「めっちゃ悔し～い」、「チョー

気持ちいい」、「手ぶらで帰らせるわけにはいかない」、「被災地が、東北が、日本がひと

つになった 楽天、日本一をありがとう」などの名発言、「イナバウアー」などの名選手の

得意技が多く含まれている。また、内容としては、人を励ますものが多く、マイナスのイメ

ージを与えうる語は「奈良判定」1 つしかない。スポーツマンシップを強調する語が新語・

流行語大賞に選ばれやすいとのことだろうか。語種に関しては、外来語としては「イナバウ

アー」や、「レジェンド」、「エンブレム」など、その他に外来語要素が含まれる「カープ

女子」のような語もあった。それに対して、「お・も・て・な・し」のような和語は少なか

った。音節数については、最低 3 音節のものから、最高 48 音節 3 文構造のもの10まで含ま

れることも分かった。 

 

表 1 スポーツにかかわりのある新語・流行語の数 

年 

スポーツにかかわ

りのある新語・流

行語の数 

当該年の新

語・流行語の

数 

パーセンテー

ジ 
年 

スポーツにかかわ

りのある新語・流

行語の数 

当該年の新

語・流行語の

数 

パーセンテー

ジ 

2000 3 10 30% 2010 1 11 9% 

2001 1 13 8% 2011 1 10 10% 

2002 3 11 27% 2012 1 10 10% 

2003 1 10 10% 2013 2 11 18% 

2004 4 11 36% 2014 2 10 20% 

2005 1 10 10% 2015 4 10 40% 

2006 3 10 30% 2016 2 11 18% 

2007 1 10 10% 2017 1 12 8% 

2008 1 10 10% 2018 4 10 40% 

2009 1 10 10% 計 37 200 18.5% 

 

表 2 スポーツにかかわりのある新語・流行語の詳細 
年 スポーツにかかわりのある新語・流行語 どのようなスポーツにかかわったか 

2000 

Ｑちゃん 五輪、マラソン 

最高で金 最低でも金 五輪、柔道 

めっちゃ悔し～い 五輪、水泳 

2001 ファンの皆さま本当に日本一、おめでとうございます！ 野球 

2002 

Ｗ杯（中津江村） ワールドカップ、サッカー 

ベッカム様 ワールドカップ、サッカー 

Godzilla 野球 

2003 勝ちたいんや！ 野球 

2004 

チョー気持ちいい 五輪、水泳 

気合だー！ 五輪、レスリング 

新規参入 野球 

私の人生の中では金メダル以上の経験 五輪、レスリング 

2005 ボビーマジック 野球 

2006 

イナバウアー フィギュアスケート 

シンジラレナ～イ 野球 

ハンカチ王子 野球 

2007 ハニカミ王子 ゴルフ 

2008 上野の４１３球 五輪、ソフトボール 

2009 ぼやき 野球 

2010 
何か持っていると言われ続けてきました。今日何を持ってい

るのか確信しました…それは仲間です。 

野球 

2011 なでしこジャパン サッカー 

2012 手ぶらで帰らせるわけにはいかない 五輪、水泳 

2013 
被災地が、東北が、日本がひとつになった 楽天、日本一を

ありがとう 

野球 
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お・も・て・な・し 五輪 

2014 
カープ女子 野球 

レジェンド 冬季五輪、スキージャンプ、ゴルフ、野球 

2015 

トリプルスリー 野球 

エンブレム 五輪 

五郎丸（ポーズ） ラグビー 

まいにち、修造！ テニス 

2016 
神ってる 野球 

（僕の）アモーレ サッカー 

2017 ９．９８ 陸上競技 100 メートル 

2018 

そだねー 冬季五輪、カーリング 

e スポーツ コンピュータゲーム 

(大迫)半端ないって ワールドカップ、サッカー 

奈良判定 ボクシング 

  

5. スポーツにかかわりのある新語・流行語の新聞での使用状況 

この節では、スポーツにかかわりのある新語・流行語が読売新聞(全国版)11のどのジャン

ルの紙面にどのくらい取り上げられているかを検討する。「5.1.新語・流行語が用いられた

新聞紙面」節では 37 語の個々について述べ、「5.2.スポーツにかかわりのある新語・流行語

の新聞での使用状況のまとめ」節では 37 語全体についてまとめた。 

5.1. 新語・流行語が用いられた新聞紙面 

 まず、各新語・流行語が、新語・流行語大賞を受賞した年から 2018 年までの各年に読売

新聞のどのジャンルの紙面にどのくらい掲載されたかを調査・整理した12。読売新聞におけ

るジャンル(ヨミダス歴史館では「分類」)の詳細は表 3 の通りである。 

以下、各語の読売新聞(全国版)での使用状況について、受賞年ごとに述べていく。2000 年

については、表 4 で分かるように、「Q ちゃん」は新語・流行語大賞を受賞した翌年に新聞

での使用が多く、以後基本的には使用回数が減少しているが、近年でも新聞に取り上げられ

ている。この状況は「Q ちゃん」こと高橋尚子選手が、2000 年シドニーオリンピック大会

で金メダルを取り、2001年にベルリンマラソンで世界記録を出し、2002年に怪我をして 2003

年に世界選手権を断念、2004 年にアテネ五輪のマラソン代表選考で惜しくも漏れ、その後

力が衰え、2008 年に引退、という彼女の選手生活を反映していると思われる13。また、ジャ

ンルについては「スポーツ」類の記事に掲載された回数が多かった。以下順次「社会」、「国

際」、「経済」、「生活」、「文化」、「政治」と「事件・事故」となっており、「Q ちゃ

ん」は多くのジャンルの記事に掲載されたことが分かる。「最高も金 最低でも金」は 2000

年に最も多く取り上げられている(6 本の記事)。掲載ジャンルに関しては、「スポーツ」面が

8 回で多いが、「社会」、「文化」、「国際」、「経済」に取り上げられたこともある。「国際」で

は一面に取り上げられたこともある(2000 年)。「めっちゃ悔し～い」は読売新聞(全国版)の

1本の記事にだけ用いられている。この記事は 2000年の流行語大賞に関する記事であった。 

表 3 読売新聞におけるジャンル(分類) 
大分類(ジャンル) 詳細分類 

経済 経済、財政、金融、企業、中小企業、技術、情報、サービス、貿易、国土・都市計画、鉱工業、資源・エネ

ルギー、農林水産 

スポーツ スポーツ、巨人軍 

生活 生活、健康、衣、食、住、余暇、行事 

科学 科学、宇宙、地球、理工学、生命工学、動植物 

皇室 皇室 

政治 政治、右翼左翼、選挙、行政、地方自治、司法、警察、日本外交、軍事、戦争 

社会 社会、市民運動、社会保障、環境、女性、子供、中高年、勲章・賞、労働、教育 
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文化 文化、学術、美術、映像、文学、音楽、演劇、芸能、舞踊、宗教 

事件・事故 犯罪・事件、事故、災害 

国際 国際、アジア・太平洋、南北アメリカ、西欧、旧ソ連・東欧、中東、アフリカ 

 

表 4 「Ｑちゃん」の読売新聞での使用状況 

年 

読売新聞(全国版)に掲載された記事のジャンル 

計 
記事

数14 経済 
スポー

ツ 
生活 科学 皇室 政治 社会 文化 

事件・

事故 
国際 

2000 2 8 1 0 0 0 6 0 0 0 17 11 

2001 3 20 2 0 0 3 7 0 0 5 40 22 

2002 0 5 2 0 0 0 3 1 0 2 13 8 

2003 0 11 1 0 0 0 1 0 0 3 16 11 

2004 2 19 1 0 0 0 5 1 0 2 30 20 

2005 1 14 0 0 0 0 5 1 0 0 21 15 

2006 0 7 0 0 0 0 1 0 0 0 8 7 

2007 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

2008 0 20 0 0 0 0 9 1 0 2 32 23 

2009 1 9 1 0 0 0 3 1 0 0 15 11 

2010 0 4 0 0 0 0 0 1 0 2 7 4 

2011 0 3 0 0 0 0 4 0 3 0 10 4 

2012 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 2 1 

2013 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 

2014 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2 1 

2015 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 3 

2016 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 

2017 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 

2018 0 1 0 0 0 0 2 0 0 0 3 3 

計 11 126 8 0 0 3 47 6 3 16 220 147 

 

2001 年に受賞した「ファンの皆さま本当に日本一、おめでとうございます！」は読売新

聞に用いられていない。 

2002 年に受賞した「Ｗ杯（中津江村）」は 144 本の記事に取り上げられている(2008 年、

2011 年、2012 年、2013 年以外の年)。掲載された記事のジャンルについては「スポーツ」が

最も多く(110)、以下順次「国際」(60)、「政治」(57)、「社会」(41)、「経済」(13)、「生活」(以

下 10 未満)、「文化」、「事件・事故」となっている。「科学」、「皇室」の紙面には見当たらな

い。「ベッカム様」は 2002 年(5 本の記事)～2004 年(3 本の記事)と読売新聞(全国版)で比較的

多く取り上げられており、2014 年以降は見られない。掲載された記事のジャンルは多い順

に「スポーツ」、「社会」、「国際」、「文化」、「経済」、「生活」となっている。「Godzilla」は、

新語・流行語大賞を受賞した 2002 年に 3 本の記事に用いられていた。その後、2003 年に 2

本の記事、2006 年、2009 年にそれぞれ 1 本の記事に使用されていた。掲載紙面に関しては

「経済」、「スポーツ」、「社会」、「文化」、「国際」となっている。 

2003 年に受賞した「勝ちたいんや」は読売新聞(全国版)の 2 本の記事に使われた。その後

は 2017 年に 1 本の記事(文化面)に使われただけである。 

2004 年に受賞した「チョー気持ちいい」は読売新聞(全国版)に最も多く取り上げられてい

た(17 本の記事)。以後、読売新聞(全国版)での使用回数は減少していた。2007 年、2011 年、

2014 年、2015 年、2017 年には用いられていないが、2018 年には 6 本もの記事に用いられて

おり、いずれも「社会」面の記事である15。掲載紙面は「スポーツ」(17 本の記事)と「社会」

(19 本の記事)が多かった。「気合だー」は、2009 年以降は読売新聞(全国版)に取り上げられ

ていない。使用された紙面は「社会」、「スポーツ」、「文化」、「国際」となっている。「新規

参入」は、今回の調査範囲内では 2010 年と 2011 年以外毎年、読売新聞で取り上げられてい

る。記事数としては 2004 年の 17 本が最も多かった。また、使われたジャンルについては、



スポーツ言語学研究（2022） 
 
 

7 
 

「皇室」以外のすべての紙面で使用されていた。とくに「経済」(31 回)と「スポーツ」(29

回)での使用が多かった。「私の人生の中では金メダル以上の経験」は、今回の調査範囲内

では見当たらない。 

2005 年に受賞した「ボビーマジック」は「スポーツ」、「社会」、「文化」、「事件・事

故」(3 本の記事)および 2008 年に「スポーツ」(1 本の記事)に取り上げられていた。 

2006 年から 2018 年までの読売新聞(全国版)における 75 本の記事のうち、41 本が 2006 年

の記事であった。以後 2015 年以外毎年、読売新聞(全国版)に使われていた。「イナバウアー」

は「皇室」、「事件・事故」では用いられていないがそれ以外のすべての紙面で取り上げられ

ていた。「シンジラレナ～イ」は新語・流行語大賞を受賞した 2006 年に「社会」(2 本の記

事)および「文化」面(1 本の記事)に取り上げられた以外、用いられていない。「ハンカチ王

子」は 131 本の記事に取り上げられていた。新語・流行語大賞を受賞した 2006 年からほぼ

毎年のように見られたが、数としては減少傾向にある。ジャンルについては「事件・事故」

以外すべての紙面に取り上げられていた。 

2007 年については、「ハニカミ王子」は 66 本の記事に取り上げられていた。各年の記事

数は 2007 年が最も多く(26 本の記事)、それ以降は減少しており、2014 年に入ってからは見

られなくなった。これは、「ハニカミ王子」を指す石川遼選手が 2013 年にアメリカのゴル

フクラブと契約を結び、アメリカのゴルフの大会を中心に活動したことと関連すると考え

られる16。「皇室」、「政治」、「事件・事故」以外すべての紙面に取り上げられていた。 

2008 年については、「上野の 413 球」は読売新聞(全国版)に 2008 年、2010 年、2015 年、

2016 年、2018 年にしか取り上げられていない。各年とも 1 本の記事か 2 本の記事ぐらいで、

数も少なかった。掲載紙面は「スポーツ」、「社会」、「文化」、「国際」となっている。 

2009 年については、「ぼやき」は 2009 年と 2010 年に読売新聞(全国版)で最も多く用いら

れていた。以後、減少している。用いられた紙面は多い順に「スポーツ」、「社会」、「経済」、

「文化」、「生活」と「政治」となっていた。 

2010 年については、「何か持っていると言われ続けてきました。今日何を持っているの

か確信しました…それは仲間です。」は読売新聞には見当たらない17。 

2011 年については「なでしこジャパン」は 2011 年以来、読売新聞(全国版)で毎年百以上

の記事に掲載されていた。とくに新語・流行語を受賞した最初の 2 年にはそれぞれ 170 本

以上もの記事に掲載されていた。「皇室」以外のすべてのジャンルで使われたことがある。 

2012 年については、「手ぶらで帰らせるわけにはいかない」は 2012 年と 2016 年に比較的

多く取り上げられていた(それぞれ 6 本の記事)。2012 年に多く取り上げられたのは、その年

のロンドン五輪で、競泳の松田丈志選手がレース後に出したコメントだったからである。ま

た、この松田選手が 2016 年に引退を表明した 2016 年にも新聞で多く取り上げられた。掲

載紙面に関しては「スポーツ」、「社会」、「国際」、「文化」となっており、広い範囲に渡ると

は言えないが、一面に掲載されたことがある(2012 年)。 

2013 年については、「被災地が、東北が、日本がひとつになった 楽天、日本一をありが

とう」は読売新聞(全国版)に取り上げられていない。周知のように、今回調査に用いた資料

の読売新聞はプロ野球チームジャイアンツの親会社である。よって、他球団を賞賛するよう
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な台詞を読売新聞に掲載するのを控えたのかもしれない18。「お・も・て・な・し」は 2013

年に最も多く読売新聞(全国版)に掲載されており(7 本の記事)、以後減少しているが、2018

年にも 7 本の記事に取り上げられた。東京オリンピックの開催が近づいたためかと思われ

る。一方、掲載紙面は多い順に「社会」、「文化」、「経済」、「スポーツ」、「政治」となってい

る。 

2014 年に新語・流行語大賞を受賞した「カープ女子」は、2015 年に読売新聞(全国版)で最

も多く用いられていた(12 本の記事)。以後、徐々に減少している。用いられた紙面は多い順

に「スポーツ」、「社会」、「文化」、「経済」、「国際」となっている。スポーツにかかわりのあ

る「レジェンド」は 2014 年以降毎年読売新聞(全国版)で取り上げられていた。回数として

は 2014 年(45 本の記事)と 2018 年(31 本の記事)が多かった。「レジェンド」と呼ばれたスキ

ージャンプの葛西紀明選手が、2014 年、2018 年の冬季五輪に出場し、いい成績を収めたこ

とと関係があると思われる19。「スポーツ」、「国際」、「文化」、「社会」、「経済」面

に掲載された記事数はいずれも 2 桁となっている。 

2015 年については、「トリプルスリー」は 2015 年以来毎年数十本の記事に取り上げられ

ていた(「科学」、「皇室」、「政治」、「事件・事故」を除く)。「エンブレム」は新語・

流行語大賞を受賞した 2015 年から 2018 年まで毎年数十から数百本の記事で取り上げられ

ていた。記事のジャンルは「皇室」以外のすべてとなっている。2015 年から 2018 年までの

読売新聞(全国版)を調べたところ、「五郎丸（ポーズ）」は 51 本の記事に取り上げられてい

た。最初の 2 年は使用回数が多かったが、2017 年と 2018 年はいずれも 1 回まで減少した。

「まいにち、修造！」は 2015 年と 2016 年にしか取り上げられておらず、数としても多くな

かった(各年 3 本ずつの記事)。また、ジャンルについては「経済」、「生活」、「社会」、

「文化」となっており、「スポーツ」面の記事には掲載されていなかった。 

2016 年については「神ってる」は全部で 43 本の記事に取り上げられていたが、掲載され

た紙面は多い順に「スポーツ」、「文化」、「社会」、「経済」とやや偏っている。また、数とし

てはどのジャンルに掲載された記事の数も年々減少していた。今回の調査範囲では、「（僕の）

アモーレ」は 2016 年の読売新聞(全国版)の「文化」面の記事に取り上げられている。 

2017 年の「9.98」は受賞した 2017 年と次の年の 2018 年に数回ずつ、主に「スポーツ」面

の記事に用いられていた。 

2018 年の「そだねー」は読売新聞(全国版)において、30 本の記事に取り上げられていた。

「皇室」、「事件・事故」、「国際」以外すべてのジャンルで取り上げられている。「e ス

ポーツ」は 2018 年の読売新聞(全国版)で 88 本の記事に取り上げられていた(「科学」と「皇

室」を除く)。「(大迫)半端ないって」は 2018 年の読売新聞(全国版)では 9 本の記事にしか

取り上げられていない。掲載面は「スポーツ」、「社会」、「経済」、「文化」の 4 ジャン

ルである。「奈良判定」は 2018 年の読売新聞(全国版)の 13 本の記事に取り上げられていた。

ジャンルとしては「スポーツ」に集中している。 

5.2. スポーツにかかわりのある新語・流行語の新聞での使用状況のまとめ 
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 この節では、スポーツにかかわりのある新語・流行語の、読売新聞(全国版)における使用

回数と紙面についてまとめる。 

まずは使用回数について述べる。「5.1.新語・流行語が用いられた新聞紙面」の節で見ら

れたように、ほとんどの新語・流行語は読売新聞に用いられている。掲載された記事の数は

表 5 の通りである。表 5 で分かるように、読売新聞に全く用いられていない新語・流行語は

長いものである。新語・流行語が掲載された記事数の、年ごとの変化は表 6 のようなパター

ンに分けられる20。表 6 で分かるように、スポーツにかかわりのある新語・流行語の流行の

様相としては A のパターンのような語が最も多い。つまり、新語・流行語大賞を受賞して

から数年は新聞で多く用いられていたが、以後使用回数が減ってきている(図 1 を参照)。と

はいえ、ごく最近でも使われている語もある。 

 一方、新語・流行語大賞を受賞した頃は新聞で多く用いられていたが、以後使用回数が増

えたり減ったりしている B のパターンの語もある程度見られる(図 2 参照)。また、新語・流

行語大賞を受賞した後、2018 年の時点でまだ使われている語が、表 6 に提示した A の a の

8 語と A の b の 1 語の他、B のパターンの「新規参入」、「ぼやき」、「Ｑちゃん」、「な

でしこジャパン」、「お・も・て・な・し」、「レジェンド」、「トリプルスリー」と 7 語

もある。他方、C のパターンのように、読売新聞(全国版)で全く使われていない語もある。

長い語形のものである。 

このような使用状況は、新語・流行語辞典などの書物によってある年の新語・流行語とさ

れた年だけでなくその翌年・翌々年の毎日新聞でも使用されていた語は 500 語のうち 38.0%

にすぎない、という陳・王(2005)の指摘と異なっている。 

次にジャンルについて述べる。スポーツにかかわりのある新語・流行語が取り上げられた

紙面の詳細は表 7 のようになっている。上位 3 位は多い順に「文化」(32 語)、「社会」(31

語)、「スポーツ」(28 語)となっているのに対して、下位 3 位は少ない順に「皇室」(1 語)、

「科学」(4 語) 、「事件・事故」(8 語)となっている。スポーツにかかわりのある新語・流

行語が取り上げられた紙面は「スポーツ」だけでないことが分かった。 

 

表 5 スポーツにかかわりのある新語・流行語が掲載された記事の数 
記事数 新語・流行語 

100 以

上 

Ｑちゃん(2000 年)、Ｗ杯（中津江村）(2002 年)、ハンカチ王子(2006 年)、なでしこジャパン(2011 年)、レジェンド(2014

年)、トリプルスリー(2015 年)、エンブレム(2015 年) 

50～99 新規参入(2004 年)、イナバウアー(2006 年)、ハニカミ王子(2007 年)、五郎丸（ポーズ）(2015 年)、e スポーツ(2018 年) 

10～49 最高で金 最低でも金(2000 年)、ベッカム様(2002 年)、チョー気持ちいい(2004 年)、ぼやき(2009)、手ぶらで帰らせるわけ

にはいかない(2012 年)、お・も・て・な・し(2013 年)、カープ女子(2014 年)、神ってる(2016 年)、そだねー(2018 年)、奈良

判定(2018 年) 

1～9 めっちゃ悔し～い(2000 年)、Godzilla (2002 年)、勝ちたいんや(2003 年)、気合だー！(2004 年)、ボビーマジック(2005 年)、

シンジラレナ～イ(2006 年)、上野の４１３球(2008 年)、まいにち、修造！(2015 年)、（僕の）アモーレ(2016 年)、９．９８

(2017 年)、(大迫)半端ないって(2018 年) 

0 ファンの皆さま本当に日本一、おめでとうございます！(2001 年)、何か持っていると言われ続けてきました。今日何を持っ

ているのか確信しました…それは仲間です。(2010 年)、私の人生の中では金メダル以上の経験(2004 年)、被災地が、東北

が、日本がひとつになった 楽天、日本一をありがとう(2013 年) 

 

表 6 新語・流行語の読売新聞(全国版)における使用数の変化 
パターン 新語・流行語(受賞した年) 数 

a 受賞した年から徐々に減少はしているものの、

2018 年にはまだ使われている。 

Ｗ杯（中津江村）(2002 年)、チョー気持ちいい(2004 年)、イ

ナバウアー(2006 年)、上野の４１３球(2008 年)、五郎丸（ポ

8 21 
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A

減

少 

ーズ）2015 年)、エンブレム(2015 年)、神ってる(2016 年)、

９．９８(2017 年) 

b 受賞した年とその次の年は多く用いられた。そ

の後使用回数が減ったが、2018 年にはまだ使わ

れている。 

ハンカチ王子(2006 年) 1 

c 受賞した年から減少はしており、2018 年には

使われていない。 

最高で金 最低でも金(2000 年)、Godzilla (2002 年)、勝ちたい

んや(2003 年)、気合だー！(2004 年)、ボビーマジック(2005

年)、ハニカミ王子(2007 年) 

6 

d 受賞した翌年よりだんだん減少しており、2018

年には使われていない。 

ベッカム様(2002 年)、カープ女子(2014 年) 2 

e 受賞した年とその翌年にのみ使われた。 まいにち、修造！(2015 年) 1 

f 受賞した年にのみ使われた。 めっちゃ悔し～い(2000 年)、シンジラレナ～イ(2006 年)、

（僕の）アモーレ(2016 年) 

3 

B

起

伏 

a 受賞した年に多かった。その後の使用状況は減

少している起伏状況になっている。 

新規参入(2004 年)、ぼやき(2009) 2 8 

b 受賞した翌年に最も多く使われたが、その後使

用回数が減ったり増えたりした。 

Ｑちゃん(2000 年)、なでしこジャパン(2011 年)21 2 

c 受賞した年から徐々に減少はしているものの、

ある年に急に使用回数が増えた。 

手ぶらで帰らせるわけにはいかない(2012 年)、お・も・て・

な・し(2013 年)、レジェンド(2014 年)、トリプルスリー(2015

年) 

4 

C 未使用 ファンの皆さま本当に日本一、おめでとうございます！(2001

年)、私の人生の中では金メダル以上の経験(2004 年)、何か持

っていると言われ続けてきました。今日何を持っているのか

確信しました…それは仲間です。(2010 年)、被災地が、東北

が、日本がひとつになった 楽天、日本一をありがとう(2013

年) 

4 

 

図 1 減少の例 

 

図 2 起伏の例 

 

 

表 7 スポーツにかかわりのある新語・流行語が取り上げられた紙面 

年 新語・流行語 

読売新聞(全国版)に掲載された紙面 

経済 
スポ

ーツ 
生活 科学 皇室 政治 社会 文化 

事

件・

事故 

国際 

2000 Ｑちゃん V V V V  V V V V V 

最高で金 最低でも金 V V     V V  V 

めっちゃ悔し～い       V V   

2001 ファンの皆さま本当に日本

一、おめでとうございま

す！ 

          

2002 Ｗ杯（中津江村） V V V   V V V V V 

ベッカム様 V V V    V V  V 

Godzilla V V     V V  V 

2003 勝ちたいんや！ V      V V   

2004 チョー気持ちいい V V V V  V V V V V 

気合だー！  V     V V  V 

新規参入 V V V V  V V V V V 

私の人生の中では金メダル

以上の経験 

          

2005 ボビーマジック  V     V V V  

2006 イナバウアー V V V V  V V V  V 

シンジラレナ～イ       V V   

ハンカチ王子 V V V V V V V V  V 
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2007 ハニカミ王子 V V V V   V V  V 

2008 上野の４１３球  V     V V  V 

2009 ぼやき V V V   V V V   

2010 何か持っていると言われ続

けてきました。今日何を持

っているのか確信しました

…それは仲間です。 

          

2011 なでしこジャパン V V V V  V V V V V 

2012 手ぶらで帰らせるわけには

いかない 

 V     V V  V 

2013 被災地が、東北が、日本が

ひとつになった 楽天、日

本一をありがとう 

          

お・も・て・な・し V V    V V V   

2014 カープ女子 V V     V V  V 

レジェンド V V V    V V  V 

2015 トリプルスリー V V V    V V  V 

エンブレム V V V V  V V V V V 

五郎丸（ポーズ） V V V V  V V V  V 

まいにち、修造！ V  V    V V   

2016 神ってる V V     V V   

（僕の）アモーレ        V   

2017 ９．９８ V V         

2018 そだねー V V V V  V V V   

e スポーツ V V V   V V V V V 

(大迫)半端ないって V V     V V   

奈良判定  V     V V   

計 25 28 17 10 1 13 31 32 8 20 

 

次に、一面への掲載について述べる。今回調査した新語・流行語のうち三分の二強のもの

は「一面」に取り上げられたことがある。それらの語が日本社会に与えた影響の大きさがう

かがえよう。とくに「Q ちゃん」は 14 回も「一面」に取り上げられた。本研究と同じ調査

方法で政治と娯楽にかかわりのある新語・流行語について調査した陳(2020)によると、政治

にかかわりのある新語・流行語のうち一面に取り上げられたものの割合は 4 割強(39 語の中

の 16 語)、娯楽にかかわりのある新語・流行語のうち一面に取り上げられたものは 8 割強

(41 語の中の 32 語)であった。割合としてはその中間に位置する。 

取り上げられなかったものは、「めっちゃ悔し～い」(2000 年)、「ファンの皆さま本当に

日本一、おめでとうございます！」(2001 年)、「勝ちたいんや！」(2003 年)、「私の人生の

中では金メダル以上の経験」（2004 年）、「シンジラレナ～イ」(2006 年)、「何か持ってい

ると言われ続けてきました。今日何を持っているのか確信しました…それは仲間です。」

(2010 年)、「被災地が、東北が、日本がひとつになった 楽天、日本一をありがとう」(2013

年)、「まいにち、修造！」(2015 年)、「（僕の）アモーレ」(2016 年)、「9.98」(2017 年)、

「奈良判定」(2018)という 11 語である。「一面」に取り上げられなかった 11 語を表 5～7 と

照らし合わせてみると、記事に掲載された回数が少なく、使用数の変化は減少か未使用のパ

ターンであり、取り上げられた紙面もかなり限定されるものであることが分かった。 

6.考察 

 以上の検討を通して、スポーツにかかわりのある新語・流行語について、以下のことが分

かった。まず、スポーツにかかわりのある新語・流行語には野球に関する語が多い(表 2)。

これはニュージーランドでよく用いられる日本語の教材に「野球」が例に出されることが多

いという岡村・永松(1999)の調査と、スポーツというジャンルの新語は少ないにもかかわら
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ず、野球関係の語が比較的多く残されているという王(2013)の結果を裏付けるものであった。

語種については、外来語要素が含まれる語が少なくなかった。これは、スポーツにかかわり

のある新語・流行語では、外来語を取り入れることで目新しさを出そうとしたのではないか

と思われる。語の長さについて、いくつかの文で構成された長い新語・流行語があるが、そ

のような語はそう多く用いられていない。つまり、あまり長い語は流行しにくいのである。 

一方、流行のパターンについて、スポーツにかかわりのある新語・流行語の多くは、読売

新聞では新語・流行語大賞を受賞した後も長く使われている上かなり多くのジャンルの紙

面に使用されており、必ずしも「閉鎖的流行語」であるとは限らない。「一面」に取り上げ

られたものもある。また、今回検討した語の中には、たとえば「Ｑちゃん」のような、名選

手を指す愛称のものが少なくない。これらの語は新語・流行語大賞を受賞してから何年たっ

ても、その選手の動向とともに新聞で取り上げられることがある。このような語の流行は一

過性のものではなく、むしろ長く使われているものが多い。上記の語種、語形、または名選

手の愛称などは互いに影響し合ってスポーツにかかわりのある新語・流行語の「流行」の様

相をつづっている。 

7.おわりに 

スポーツにかかわりのある新語・流行語の中には読売新聞に取り上げられていない語も

あるが、数としては少ない。総じて、スポーツにかかわりのある新語・流行語の射程範囲は

かなり広いといえよう。本稿はスポーツにかかわりのある新語・流行語の流行の実態(時期

と範囲)を明らかにしたのみならず、これらの語によって 2000 年～2018 年の日本の世相を

振り返ったものである。今回はスポーツにかかわりのある新語・流行語を中心に検討し、政

治、娯楽の新語・流行語の一面への掲載の様子と比べてみたが、今後もより広範囲、さらに

別のジャンルの新語・流行語の流行の様相とも比較していき、スポーツにかかわりのある新

語・流行語の独自性についてより深く解明していきたい。 
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注 
1 『世界大百科事典 第 2 版』。 
2 たとえば福光(2019/2/15)、宮本・大楽(2019/4/26)、「Yahoo!ニュース編集部が選ぶ平成 30 年史」など。 
3 https://kotobank.jp/word/%E6%96%B0%E8%AA%9E-81646(2019/1/20 検索) 
4 『日本大百科全書』(https://kotobank.jp/word/%E6%96%B0%E8%AA%9E-81646)(2019/1/20 検索)。また、

『世界大百科事典 第 2 版』ではさらに「流行語は多く新語である･･･在来語の体系内に入り込めば新語で

なくなる。外来語も古くなれば新語でなくなる。」と述べられている

(https://kotobank.jp/word/%E6%96%B0%E8%AA%9E-81646)(2019/1/20 検索)。 
5 篠崎(1997：53-54)。 
6 陳・王(2005)が新聞を材料にしたもう 1 つの理由は『国語学大辞典』の「･･･文字言語にも登場するに至

ったものは、特に流行語と称する」という流行語の条件を満たすためだという。ちなみに、小林(2016/12/12)

に「採集元は「いま」を映す新聞の紙面で･･･(中略)･･･経済や人の動き、時代のキーワードなどが浮かび上

がり」と示されたように、本研究の、新聞を用いたスポーツにかかわりのある新語・流行語の射程の探究

にも当てはまると考えられよう。 
7 この賞は、「1 年の間に流通したさまざまな「ことば」の中で、軽妙に世相をついた表現とニュアンスを

もって、広く大衆の目・口・耳を賑わせた新語および流行語を選ぶとともに、その「ことば」に深く関わっ

た人物・団体を毎年顕彰するもの」である。 
8 前掲水原(1997)で指摘された「一過性」を含む。 
9 「読売新聞の紙面(面別接触率)」(https://adv.yomiuri.co.jp/shimen/)(2019/4/27 検索)。 
10 流行語は「ある一時期に、多くの人々の間で興味をもって盛んに使用される単語や句」（『精選版 日本

国語大辞典』）に示されたように、「単語」に限らず、句であるのもある。 
11 ヨミダス歴史館を使用。 
12 表 4 のような表である。ただし、紙幅の都合で他の語については表を提示しない。 
13 この点に関してはスポーツ言語学会の清水泰生氏のご指導をいただいた。 
14 『読売新聞』によって同一記事が複数のジャンルに分類されることがあるため、左欄各ジャンルの数の

「計」は必ずしも右欄の「記事数」と一致するとは限らない。 
15 いずれも「投書」である。 
16 この点に関してはスポーツ言語学会の清水泰生氏のご教示をいただいた。 
17 が、2010 年の社会面に「何か持っていると言われ続けてきました。今日何を持っているのか確信しまし

た…それは仲間です」と句点がない形で掲載されている。ただし、本稿は「現代用語の基礎知識」選ユーキ

ャン新語・流行語大賞の公式ホームページに提示された表記にしたがう。 
18 この点に関してはスポーツ言語学会の清水泰生氏のご指摘をいただいた。 
19 この点に関してはスポーツ言語学会の清水泰生氏のご指導をいただいた。 
20 2018 年に受賞した語が含まれない。 
21 「なでしこジャパン」が 2015 年に新たに多く用いられたのは「なでしこジャパン」と呼ばれた女子サッ

カー日本代表チームが同年カナダで行ったサッカー女子ワールドカップ(Ｗ杯)の出場に関係があると思わ

れる。 


